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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の間隔寸法をもって離間して配置され、周囲の明るさを検知する複数の明るさ検知
手段と、
　各画素を発光することにより画像を表示する表示部において、右目用画像と左目用画像
とを交互に表示するタイミングを、前記複数の明るさ検知手段の検知結果に基づいて決定
するタイミング決定手段と、
　前記タイミング決定手段により決定したタイミングに基づき、前記右目用画像と前記左
目用画像とを前記表示部に交互に表示する制御を実行する表示制御手段と、
　前記表示部に表示された前記右目用画像又は前記左目用画像の光を反射する反射部位を
有し、当該反射部位が駆動されると光の反射角が変化する反射手段と、
　前記タイミング決定手段により決定したタイミングに基づき、前記反射手段の前記反射
部位の駆動を制御することによって、前記反射部位における光の反射角を制御する駆動手
段と、
　を備える画像表示装置。
【請求項２】
　前記反射手段の前記反射部位は、前記表示部の画素毎に設けられている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　各画素を発光することにより画像を表示する表示部に対して、右目用画像と左目用画像
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とを交互に表示させる制御を実行する画像表示装置の画像表示方法であって、
　前記画像表示装置において所定の間隔寸法をもって離間した位置の周囲の複数の明るさ
を検知する明るさ検知ステップと、
　前記表示部において、右目用画像と左目用画像とを交互に表示するタイミングを、前記
明るさ検知ステップの検知結果に基づいて決定するタイミング決定ステップと、
　前記タイミング決定ステップにより決定したタイミングに基づき、前記右目用画像と前
記左目用画像とを前記表示部に交互に表示する制御を実行する表示制御ステップと、
　前記表示部に表示された前記右目用画像又は前記左目用画像の光を反射する反射部位を
有し、当該反射部位が駆動されると光の反射角が変化する反射ステップと、
　前記タイミング決定ステップにより決定したタイミングに基づき、前記反射ステップの
前記反射部位の駆動を制御することによって、前記反射部位における光の反射角を制御す
る駆動ステップと、
　を含む画像表示方法。
【請求項４】
　各画素を発光することにより画像を表示する表示部に対して、右目用画像と左目用画像
とを交互に表示させる画像表示装置を制御するコンピュータに、
　前記画像表示装置において所定の間隔寸法をもって離間した位置の周囲の複数の明るさ
を検知する明るさ検知機能と、
　前記表示部において、右目用画像と左目用画像とを交互に表示するタイミングを、前記
明るさ検知機能の検知結果に基づいて決定するタイミング決定機能と、
　前記タイミング決定機能により決定したタイミングに基づき、前記右目用画像と前記左
目用画像とを前記表示部に交互に表示する制御を実行する表示制御機能と、
　前記表示部に表示された前記右目用画像又は前記左目用画像の光を反射する反射部位を
有し、当該反射部位が駆動されると光の反射角が変化する反射機能と、
　前記タイミング決定機能により決定したタイミングに基づき、前記反射機能の前記反射
部位の駆動を制御することによって、前記反射部位における光の反射角を制御する駆動機
能と、
　を実現させるプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、画像表示方法及びプログラムに関し、別途眼鏡を必要とせず
に、表示精度が高い３Ｄ画像を表示できる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、立体画像（３－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　ｐｉｃｔｕｒｅ、以下、「３Ｄ画
像」とも呼ぶ）を表示可能な表示装置の需要が高まりつつある。
　このような要求に答えるべく、例えば、特許文献１には、液晶パネルの裏面からの表面
へ透過する光の進行方向を各画素又は複数の画素毎に所定方向に制御するマイクロプリズ
ムを備えた液晶表示装置の技術が開示されている。
　また、特許文献２には、左目用画像と右目用画像とを交互に表示する液晶ディスプレイ
と、液晶ディスプレイの交互表示に同期して左右の切り替えが可能なシャッタ眼鏡と、に
より３Ｄ画像の表示を実現する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－６６５４７号公報
【特許文献２】特開２０１０－２４３７０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、数画素毎に左目用と右目用とに屈折させ
るマイクロプリズムが設けられているため、右目用画像と左目用画像とを同時に表示する
ためには、画像が飛び飛びとなり表示精度が落ちるという問題が生じていた。
　また、特許文献２に記載の技術では、３Ｄ画像を見るためだけに、ユーザはわざわざ眼
鏡をかけなければならないという煩わしさが生じていた。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、別途眼鏡を必要とせずに、表
示精度が高い３Ｄ画像を表示できることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、
　所定の間隔寸法をもって離間して配置され、周囲の明るさを検知する複数の明るさ検知
手段と、
　各画素を発光することにより画像を表示する表示部において、右目用画像と左目用画像
とを交互に表示するタイミングを、前記複数の明るさ検知手段の検知結果に基づいて決定
するタイミング決定手段と、
　前記タイミング決定手段により決定したタイミングに基づき、前記右目用画像と前記左
目用画像とを前記表示部に交互に表示する制御を実行する表示制御手段と、
　前記表示部に表示された前記右目用画像又は前記左目用画像の光を反射する反射部位を
有し、当該反射部位が駆動されると光の反射角が変化する反射手段と、
　前記タイミング決定手段により決定したタイミングに基づき、前記反射手段の前記反射
部位の駆動を制御することによって、前記反射部位における光の反射角を制御する駆動手
段と、
　を備える画像表示装置を提供する。
【０００７】
　本発明の別の態様によると、上述した本発明の一態様に係る画像表示装置に対応する画
像表示方法及びプログラムを提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、別途眼鏡を必要とせずに、表示精度が高い３Ｄ画像を表示できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る画像表示装置の外観構成を示す斜視図である。
【図２】図１の画像表示装置のＡ－Ａ断面における横断面図である。
【図３】図１の画像表示装置のハードウェアの構成を示すブロック図である。
【図４】図１乃至図３の画像表示装置に設けられるＤＭＤチップの全体の外観構成を示す
斜視図である。
【図５】図４のＤＭＤチップの左端部の上面を拡大した図である。
【図６】図５のＤＭＤチップを構成する複数の反射部のうち１つを拡大した図である。
【図７】電極に電圧を印加していない状態を示す図である。
【図８】電極に電圧を印加した状態を示す図である。
【図９】画像表示装置の機能的構成のうち、３Ｄ再生処理を実行するための機能的構成を
示す機能ブロック図である。
【図１０】リムーバブルメディアの一部の領域に、動画像のデータを登録（記憶）するた
めのテーブルの構造例である。
【図１１】リムーバブルメディアに記憶される、右目用画像と左目用画像との表示のタイ
ミングを示すテーブルの構造例である。
【図１２】画像再生処理の流れを説明するフローチャートである。
【図１３】モードスイッチ処理の流れを説明するフローチャートである。
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【図１４】３Ｄ再生処理の流れを説明するフローチャートである。
【図１５】別実施形態の算出された照度の比率と、１フレームあたりに右目用画像と左目
用画像とを交互に表示する時間と、を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の一実施形態に係る画像表示装置の外観構成を示す斜視図である。
　画像表示装置１０は、例えばフォトフレームにより構成され、少なくとも３Ｄ画像（静
止画又は動画）を表示することが実現可能になっている。
　この場合、ユーザは、画像表示装置１０とは別体の機器等（例えば眼鏡）を別途用いる
必要なく、３Ｄ画像の表示に必要な右目用画像と左目用画像とをそれぞれの目で見ること
ができる。即ち、ユーザは、画像表示装置１０に設けられる機能以外の機能を用いずとも
、手軽に３Ｄ画像を見ることができる。
　換言すると、画像表示装置１０は、右目用画像と左目用画像とをそれぞれ表示するタイ
ミングで、液晶からの光の反射部の角度を変えることによって、当該液晶からの光により
形成される右目用画像と左目用画像とを、それぞれユーザの右目と左目に映させる制御を
実行する。
　画像表示装置１０は、このような制御の実行を可能にすべく、筐体１１と、表示部１２
と、複数（ただし、図１の例では２）の明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒと、を備えている。
　筐体１１は、矩形状に形成され、それぞれに分割可能な略同形状の基台１１ａと、上部
カバー１１ｂとを備えている。
　なお、以下、基台１１ａ側を下側とし、上部カバー１１ｂ側を上側として、以下の説明
を行う。
【００１２】
　図２は、図１の画像表示装置のＡ－Ａ断面における横断面図である。
　基台１１ａと上部カバー１１ｂとの間には、平板状のプリント基板（ＰＣＢ）２１が配
置されている。
【００１３】
　プリント基板２１の上部には、ＤＭＤ（デジタル・マイクロミラー・デバイス：Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｍｉｃｒｏｍｉｒｒｏｒ　Ｄｅｖｉｃｅ）チップ２２が配置されている。ＤＭ
Ｄチップ２２の両端縁には、ＤＭＤチップ２２に電源からの電力を供給するためのＤＭＤ
チップ用電極２３がそれぞれ配置されている。
　また、ＤＭＤチップ２２の上方には、所定の間隔をおいて液晶パネル２４と、当該液晶
パネル２４を保護するためのガラス２５と、が下からその順番で積層されている。液晶パ
ネル２４及びガラス２５は、プリント基板２１の上に配置された液晶パネル用電極２６と
、液晶パネル固定具２７と、の間で挟み込まれるように固定されている。
　液晶パネル用電極２６は、液晶パネル２４に電源からの電力を供給する電極である。よ
って、液晶パネル２４及び液晶パネル用電極２６により表示部１２が構成される。
　プリント基板２１の一方の端部には、明るさ検知部１３Ｒが配置されている。明るさ検
知部１３Ｒは、上部カバー１１ｂに設けられた開口部２８Ｒを介して外方の明るさを検知
し得るように構成されている。
　なお、図１に示すように、プリント基板２１の他方の端部には、同様にして明るさ検知
部１３Ｌが配置されている。図示はしないが、明るさ検知部１３Ｒは、上部カバー１１ｂ
に設けられた孔部（開口部２８Ｒと略同一形状）を介して外方の明るさを検知し得るよう
に構成されている。
【００１４】
　以上説明したように、基台１１ａの略中央部には表示部１２が配置されている。換言す
ると、表示部１２は、基台１１ａの略中央部の上面に配置されており、基台１１ａに上部
カバー１１ｂが被されることによって、図１に示すように筐体１１の内方に配置されるこ
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とになる。
【００１５】
　また、基台１１ａの外縁部の両端のそれぞれには、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒが所定
の間隔寸法をもって離間してそれぞれ配置されている。換言すると、明るさ検知部１３Ｌ
，１３Ｒは、基台１１ａの外縁部のうち、短辺部中央付近にそれぞれ配置されている。
　このような明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒは、フォトトランジスタやフォトダイオード等
のフォトセンサにより構成されており、受光量に応じたレベルの出力信号を出力する。
　画像表示装置１０（より正確には後述する図３のＣＰＵ３１）は、明るさ検知部１３Ｌ
，１３Ｒの各々からの出力信号に基づいて、各々の配置位置（基台１１ａの外縁部の両端
）付近の照度を認識する。
　ここで、画像表示装置１０に設けられた表示部１２は、一般的には、その長辺方向を左
右方向として、その短辺方向を上下方向として、画像を表示する。そこで、以下、表示部
１２の長辺方向、即ち、図１において筐体１１の外縁部の長辺部と略水平な方向（同図中
、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒを結ぶ線分や、両端にＬＲが付記された矢印に平行な方向
）を、「横方向」と呼ぶ。また、横方向と垂直な方向、即ち、図１において筐体１１の外
縁部の短辺部（明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒが配置される部）と略水平な方向を、「縦方
向」と呼ぶ。
　この場合、画像表示装置１０は、明るさ検知部１３Ｒと１３Ｌの各々の検出結果、即ち
、基台１１ａの外縁部の両端付近の２点の照度に基づいて、画像表示装置１０が設置され
た環境下における左右方向の照度の分布を推定することができる。
　ここでは、画像表示装置１０は、左右方向の照度の分布として、簡易的に、基台１１ａ
の外縁部の両端付近の２点の照度（明るさ検知部１３Ｒと１３Ｌの各々の検出結果）の比
率（以下、単に「照度の比率」と呼ぶ）を算出する。
　そこで、画像表示装置１０は、推定した照度の比率に応じて、後述の反射部の角度を制
御するタイミングを決定する。
　そして、画像表示装置１０は、決定されたタイミングに基づき、右目用画像と左目用画
像の各データを交互に再生すると共に、反射部６０の角度を制御する。
　即ち、左目用画像のデータが再生されている場合には、当該左目用画像を形成する光束
が鑑賞者の左目に入射されるように、右目用画像のデータが再生されている場合には、当
該右目用画像を形成する光束が鑑賞者の右目に入射されるように、反射部６０の角度が可
変制御される。
　なお、このような画像表示装置１０により、反射部６０の角度が制御されて、鑑賞者に
３Ｄ画像が視認されるまでに実行される一連の処理を、以下、「３Ｄ再生処理」と呼ぶ。
【００１６】
　図３は、図１の画像表示装置１０のハードウェアの構成を示すブロック図である。
【００１７】
　画像表示装置１０は、上述した表示部１２、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒ、ＤＭＤチッ
プ２２に加えて更に、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）３１
と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）３２と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）３３と、バス３４と、入出力インターフェース３５と、操作部
３７と、駆動部３８と、通信部３９と、ドライブ４０と、を備えている。
【００１８】
　ＣＰＵ３１は、ＲＯＭ３２に記録されているプログラム、又は、ＲＡＭ３３にロードさ
れたプログラムに従って各種の処理を実行する。
　ＲＡＭ３３は、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）等で構成され、ＣＰＵ３１が各種の処理を実行する上において必要なデータ等に加え
て、ドライブ４０から出力された画像のデータも一時的に記憶する。
【００１９】
　例えば本実施形態では、後述する図９の明るさ取得部７１、タイミング決定部７２、表
示画像取得部８１及び表示制御部８２の各機能を実現するプログラムが、ＲＯＭ３２やド
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ライブ４０に記憶されている。従って、ＣＰＵ３１が、これらのプログラムに従った処理
を実行することで、後述する図９の明るさ取得部７１、タイミング決定部７２、表示画像
取得部８１及び表示制御部８２の各機能を実現することができる。
【００２０】
　ＣＰＵ３１、ＲＯＭ３２、及びＲＡＭ３３は、バス３４を介して相互に接続されている
。このバス３４にはまた、入出力インターフェース３５も接続されている。入出力インタ
ーフェース３５には、上述した表示部１２、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒに加えて更に、
操作部３７、駆動部３８及び通信部３９が接続されている。
【００２１】
　操作部３７は、電源釦、モードＳＷ（Ｓｗｉｔｃｈ）釦等各種釦等で構成され、ユーザ
の指示操作を受け付ける。
【００２２】
　ＤＭＤチップ２２は、複数の反射部６０－１，６０－２，６０－３，６０－４・・・，
６０－Ｎにより構成されている。尚、以下、反射部６０－１，６０－２，６０－３，６０
－４・・・，６０－Ｎを個々に区別する必要がない場合、これらをまとめて「反射部６０
」と呼ぶ。
　反射部６０は、表示部１２から光として出力された右目用画像及び左目用画像のそれぞ
れを所定のタイミングでユーザの右目及び左目のそれぞれに入射させるように反射できれ
ば足り、その構成は特に限定されないが、本実施形態では、後述の図６に示すようなミラ
ー素子６４が形成されている。
【００２３】
　駆動部３８は、表示部１２において右目用画像と左目用画像とが交互に表示されるタイ
ミングに基づき、ＤＭＤチップ２２を構成する反射部６０の角度を制御する。反射部６０
の角度の制御については、後述の図１４の３Ｄ再生処理において詳述する。
【００２４】
　通信部３９は、図示せぬ他の装置との間で行う各種通信（インターネット等のネットワ
ークを介する通信を含む）も制御する。
【００２５】
　入出力インターフェース３５にはまた、必要に応じてドライブ４０が接続され、磁気デ
ィスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリ等よりなるリムーバブルメデ
ィア５１が適宜装着される。
　ドライブ４０によってリムーバブルメディア５１から読み出されたプログラムは、必要
に応じてＲＡＭ３３にインストールされる。また、リムーバブルメディア５１は、ＲＡＭ
３３に記憶されている画像等の各種データも、ＲＡＭ３３と同様に記憶することができる
。
【００２６】
　図４は、図１乃至図３の画像表示装置１０に設けられるＤＭＤチップ２２の全体の外観
構成を示す斜視図である。
　ＤＭＤチップ２２は、例えば本実施形態では、液晶パネル２４の各画素に対応付けられ
た、各反射部６０により構成されている。即ち、表示部１２の有効画素数がＮならば、Ｄ
ＭＤチップ２２は、Ｎ個の反射部６０－１乃至６０－Ｎにより構成される。
【００２７】
　図５は、図４のＤＭＤチップ２２の左端部の上面を拡大した図である。
　ＤＭＤチップ２２を構成する複数の反射部６０は、液晶パネル２４の各画素の配置状態
に対応して、それぞれ所定の間隔寸法をおいて格子状に略均等に配置されている。
【００２８】
　図６は、図５のＤＭＤチップ２２を構成する複数の反射部６０のうち１つを拡大した図
である。
　反射部６０は、シリコン基板６１と、２本の支持柱６２ａ，６２ｂと、トーションヒン
ジ６３と、ミラー素子６４と、一対のミラーランディング電極６５ａ，６５ｂと、一対の
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オフセットアドレス電極６６ａ，６６ｂと、を備えている。
　２本の支持柱６２ａ，６２ｂは、所定の間隔をおいてシリコン基板６１の表面に立設さ
れている。
　ミラー素子６４は、２本の支持柱６２ａ，６２ｂ間に支持されたトーションヒンジ６３
を介して回動可能に軸支されている。
　ミラーランディング電極６５ａ，６５ｂ及びオフセットアドレス電極６６ａ，６６ｂは
、それぞれシリコン基板６１上に配置されている。
　ミラーランディング電極６５ａ，６５ｂは、それぞれミラー素子６４の外縁側の下方に
、オフセットアドレス電極６６ａ，６６ｂは、それぞれミラー素子６４の内縁側の下方に
、それぞれ配置されている。尚、以下、ミラーランディング電極６５ａ，６５ｂ及びオフ
セットアドレス電極６６ａ，６６ｂを個々に区別する必要がない場合、これらをまとめて
「電極」と呼ぶ。
　ミラー素子６４は、鏡面をトーションヒンジ６３の軸周りに所定の角度傾斜させること
ができる。そして、電極に所定の電圧が印加されていない状態においては、図７に示すよ
うに、所定の角度傾斜した状態で保持されており、電極に所定の電圧が印加されると、図
８に示すように、保持されている角度とは逆の角度に傾斜する。
【００２９】
　図７は、電極に電圧を印加していない状態を示す図である。
　図８は、電極に電圧を印加した状態を示す図である。
　例えば、図７に示すように、電極に電圧が印加されていない状態においては、ミラー素
子６４は、ユーザが下方にある液晶パネル２４の表示面の方向（図７中上から下に向かう
方向）を見て、右端が下方に傾斜して保持され、液晶パネル２４に表示された画像（正確
には、液晶パネル２４から下方に射出された各画素に対応する光束）を右側に反射する。
　また、図８に示すように、電極に電圧が印加されている状態においては、ミラー素子６
４は、ユーザが下方にある液晶パネル２４の表示面の方向（図８中上から下に向かう方向
）から見て、左端が下方に傾斜し、液晶パネル２４に表示された画像（正確には、液晶パ
ネル２４から下方に射出された各画素に対応する光束）を左側に反射する。
【００３０】
　以上、図１乃至図８を参照して、本実施形態の画像表示装置１０のハードウェア構成に
ついて説明した。
　次に、図９乃至図１２を参照して、本実施形態の画像表示装置１０の機能的構成につい
て説明する。
【００３１】
　図９は、このような画像表示装置１０の機能的構成のうち、３Ｄ再生処理を実行するた
めの機能的構成を示す機能ブロック図である。
　図９においては、図３の画像表示装置１０の構成のうち、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒ
と、表示部１２と、ＣＰＵ３１と、駆動部３８と、リムーバブルメディア５１と、反射部
６０－１，６０－２・・・，６０－Ｎと、が図示されている。
　ＣＰＵ３１において、３Ｄ再生処理が実行される場合、明るさ取得部７１と、タイミン
グ決定部７２と、表示画像取得部８１と、表示制御部８２と、が機能する。
【００３２】
　明るさ取得部７１は、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒの検知結果に基づいて、画像表示装
置１０の周囲の明るさとして、上述した照度の比率を取得する。
　明るさ取得部７１は、このようにして取得した照度の比率をタイミング決定部７２に供
給する。
【００３３】
　タイミング決定部７２は、明るさ取得部７１から供給された照度の比率に基づき、右目
用画像と左目用画像とを表示部１２で交互に表示するタイミングを決定する。
　具体的には、タイミング決定部７２は、明るさ取得部７１により取得された照度の比率
に応じて、後述の図１１（１）～（３）に示すようなテーブルの中から一のテーブルを決
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定する。
　そして、タイミング決定部７２は、決定したテーブルに基づき、右目用画像と左目用画
像とを交互に表示するタイミングを決定する。
　後述の図１４の３Ｄ再生処理において詳述するが、タイミング決定部７２により決定さ
れたタイミングに基づき、表示部１２における画像の表示が制御されると共に、表示部１
２で表示された画像（正確には、当該画像を構成する各画素に対応する光束）を反射する
反射部６０の角度が制御される。
　タイミング決定部７２は、決定したタイミングを駆動部３８及び表示画像取得部８１に
通知する。
【００３４】
　駆動部３８は、タイミング決定部７２から通知されたタイミングに従って、反射部６０
の角度を制御する。
　具体的には、駆動部３８は、照度の比率に応じて決定されたタイミングテーブルに基づ
いて、図７に示すように各反射部６０を右側に傾斜させるか、又は図８に示すように左側
に傾斜させるかの条件を決定する。
　そして、駆動部３８は、決定した条件に基づき、反射部６０の電極に電圧を印加したり
、電圧の印加を停止したりして、反射部６０の角度（左側又は右側の傾斜方向）を制御す
る。
　即ち、駆動部３８は、照度の比率に応じて、反射部６０の電極に対する電圧の印加の有
無を決定することで、液晶パネル２４により表示された画像（正確には、当該画像を構成
する各画素に対応する光束）を右目側に反射させるのか、それとも左目側に反射させるの
かについての制御を実行する。
　具体的には、右目用画像を表示するタイミングでは、駆動部３８は、反射部６０の電極
への電圧の印加を停止することにより、反射部６０を右側に傾斜させる。
　同様に、左目用画像を表示するタイミングでは、駆動部３８は、反射部６０の電極へ電
圧を印加することにより、反射部６０を左側に傾斜させる。
【００３５】
　表示画像取得部８１は、タイミング決定部７２から通知されたタイミングに従って、右
目用画像又は左目用画像の各データをリムーバブルメディア５１から交互に取得する。
　具体的には、表示画像取得部８１は、図１０に示すテーブルに記憶された右目用画像又
は左目用画像の各データを、図１１（１）～（３）のテーブルに基づき取得する。
【００３６】
　図１０は、リムーバブルメディア５１の一部の領域に、動画像のデータを登録（記憶）
するためのテーブルの構造例である。
　ここで、動画像は、所定の時点における静止画像が、時間的に連続して複数枚配置され
ることによって構成される。動画像のデータの記録や再生の処理は、このような静止画像
の少なくとも一部分が処理単位となって実行される。このような動画像に対する画像処理
において、処理単位となる画像を、以下、「単位画像」と呼ぶ。例えばフレームやフィー
ルドが単位画像の一例である。そこで、単位画像としてフレームが採用された場合を例と
して、以下の説明を行う。
　ここでは、前提として、フレーム毎に、右目用画像と左目用画像の各データは既に生成
されているものとする。
　図１０に示すテーブルは行列構造を有しているため、以下、図１０中横方向の項目の集
合体を「行」と呼び、同図中縦方向の項目の集合体を「列」と呼ぶ。
　図１０のテーブルでは、所定の１つの行には、所定の１つのフレームが対応付けられて
おり、当該フレームに関する上方として、「フレーム」、「Ｌ」、及び「Ｒ」の各項目の
情報が格納されている。
　即ち、ｉ行目（ｉは、１乃至ｎのうちの何れかの整数値。ｎは、動画像を構成するフレ
ームの総数）の「フレーム」の項目には、当該行に対応付けられたフレームの番号ｉが格
納される。ｉ行目の「Ｌ」の項目には、当該行に対応付けられたフレーム、即ち番号ｉの
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フレームのうち、左目用画像のデータＬｉが格納される。ｉ行目の「Ｒ」の項目には、当
該行に対応付けられたフレーム、即ち番号ｉのフレームのうち、右目用画像のデータＲｉ
が格納される。
【００３７】
　図１１（１）～（３）は、リムーバブルメディア５１に記憶される、右目用画像と左目
用画像との表示のタイミングを示すテーブルの構造例である。
　図１１に示すテーブルは行列構造を有しているため、以下、図１１中横方向の項目の集
合体を「行」と呼び、同図中縦方向の項目の集合体を「列」と呼ぶ。
　図１１のテーブルでは、左からｉ番目の列は、番号ｉのフレームが対応付けられており
、番号ｉのフレームの表示タイミングにおける、右目用画像と左目用画像との表示順番を
示す情報が格納される。即ち、「Ｌ」が左目用画像を示し、「Ｒ」が右目用画像を示して
いるため、例えば図１１（１）では、番号ｉのフレームの表示タイミングでは、右目用画
像のデータＲｉ、右目用画像のデータＲｉ、及び左目用画像のデータＬｉがその順番で再
生されることになる。　具体的には、タイミング決定部７２により決定された照度の比率
に応じて、図１１（１）～（３）のテーブルのうち何れかのテーブルが選択されて用いら
れる。
【００３８】
　図１１（１）は、右側の照度が高いことを示す照度の比率である場合に、選択されて用
いられるテーブルである。図１１（１）のテーブルによれば、右側の照度が高い、即ち、
右側が明るい場合には、１フレーム毎に、上述したように、右目用画像のデータＲ、右目
用画像のデータＲ、及び左目用画像のデータＬがその順番で再生されることになる。即ち
、いわゆる１フレーム周期内で、同一の右目用画像のデータＲが２回再生された後、左目
用画像のデータＬが１回再生されることになる。
　即ち、右側の照度が高いことを示す照度の比率である場合には、図１１（１）のテーブ
ルに従って、各フレーム毎に、同一の右目用画像のデータＲが２回表示画像取得部８１に
取得され、その後、左目用画像Ｌが１回取得されることになる。
【００３９】
　図１１（２）は、左側の照度が高いことを示す照度の比率である場合に、選択されて用
いられるテーブルである。図１１（２）のテーブルによれば、左側の照度が高い、即ち、
左側が明るい場合には、１フレーム毎に、上述したように、右目用画像のデータＲ、左目
用画像のデータＬ、及び左目用画像のデータＬがその順番で再生されることになる。即ち
、いわゆる１フレーム周期内で、右目用画像のデータＲが１回再生された後、同一の左目
用画像のデータＬが２回再生されることになる。
　即ち、左側の照度が高いことを示す照度の比率である場合には、図１１（２）のテーブ
ルに従って、各フレーム毎に、右目用画像のデータＲが１回表示画像取得部８１に取得さ
れ、その後、同一の左目用画像Ｌが２回取得されることになる。
【００４０】
　図１１（３）は、右側と左側の照度が略同一であることを示す照度の比率である場合に
、選択されて用いられるテーブルである。図１１（３）のテーブルによれば、右側と左側
の照度が略同一、即ち、右側と左側の明るさが略同一である場合には、１フレーム毎に、
上述したように、右目用画像のデータＲ、及び左目用画像のデータＬがその順番で再生さ
れることになる。即ち、いわゆる１フレーム周期内で、右目用画像のデータＲが１回再生
された後、左目用画像のデータＬが１回再生されることになる。
　即ち、右側と左側の照度が略同一であることを示す照度の比率である場合には、図１１
（３）のテーブルに従って、各フレーム毎に、右目用画像のデータＲが１回表示画像取得
部８１に取得され、その後、左目用画像Ｌが１回取得されることになる。
【００４１】
　表示画像取得部８１は、このようにして右目用画像又は左目用画像のデータを取得する
毎に、取得したデータを表示制御部８２に供給する。
【００４２】
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　表示制御部８２は、表示画像取得部８１から供給されたデータにより表わされた画像、
即ち左目用画像又は右目用画像を表示部１２に表示させる制御を実行する。
　具体的には、表示制御部８２は、照度の比率に応じて決定されたタイミングに基づき、
右目用画像又は左目用画像を表示部１２に交互に表示する制御を実行する。
　このような表示制御部８２の表示の制御と同期して、駆動部３８は、照度の比率に応じ
て決定されたタイミングに基づき、反射部６０の角度の変更を制御する。
　これにより、表示部１２に右目用画像が表示されている場合には、当該右目用画像を構
成する各画素に対応する光束は反射部６０によって右目側に反射される。一方、表示部１
２に左目用画像が表示されている場合には、当該左目用画像を構成する各画素に対応する
光束は、反射部６０によって左目側に反射される。
【００４３】
　次に、図１２を参照して、画像表示装置１０の処理のうち、画像のデータを再生するま
での一連の処理（以下、「画像再生処理」と呼ぶ）について説明する。
　図１２は、画像再生処理の流れを説明するフローチャートである。
【００４４】
　例えば、画像再生処理は、本実施形態では、操作部３７の電源釦の押下操作等、ユーザ
が動画像の再生を開始する指示操作を操作部５６に対して行った場合、その指示操作を契
機として開始される。
【００４５】
　図１２のステップＳ１１において、ＣＰＵ３１は、全システム（画像表示装置１０全体
）を初期設定するためのイニシャライズ処理を行う。具体的には、ＣＰＵ３１は、後述す
るモードＳＷ処理において設定されるモードの初期値として通常モードを設定する。
【００４６】
　ステップＳ１２において、ＣＰＵ３１は、モードＳＷのＳＷ操作があった場合に通常モ
ード又は３Ｄモードの何れかのモードへの反転を行う一連の処理（以下、「モードＳＷ処
理」と呼ぶ）を実行する。
　各モードＳＷ、そのＳＷ操作、通常モード、及び３Ｄモードについては、説明が必要な
箇所で適宜後述すると共に、モードＳＷ処理の詳細については図１３を参照して後述する
。モードＳＷ（操作部３７の一部）とは、操作者の押下操作（ＳＷ操作）に基づき通常モ
ードと３Ｄモードとを切り替える釦である。
　ステップＳ１２のモードＳＷ処理が終了すると、処理はステップＳ１３に進む。
【００４７】
　ステップＳ１３において、ＣＰＵ３１は、現在のモードが３Ｄモードであるか否かを判
定する。
　ここで、３Ｄモードとは、画像表示装置１０の動作モードの１つであって、１フレーム
周期に、右目用画像と左目用画像とを少なくとも１回ずつ交互に表示部１２に表示するこ
とにより、３Ｄ画像を擬似的に表示するモードをいう。
　また、画像表示装置１０の動作モードの別の１つとして、通常モードが存在する。通常
モードとは、１フレーム周期に、通常の１枚のフレームを表示部１２に表示することによ
り、通常の２次元画像を表示するモードをいう。
　詳細については後述するが、ステップＳ１２のモードＳＷ処理においてモードＳＷが押
下操作されることにより、通常モードと３Ｄモードとのうち一方から他方に切り替えられ
る。
【００４８】
　現在のモードが通常モードでない場合、ステップＳ１３においてＮＯであると判定され
て、処理はステップＳ１４に進む。
　ステップＳ１４において、ＣＰＵ３１は、通常再生処理を行う。通常再生処理とは、１
フレーム周期に、通常の１枚のフレームを表示部１２に表示するように、動画像のデータ
を再生する処理をいう。
　通常再生処理が終了すると、処理はステップＳ１６に進む。ただし、ステップＳ１６以
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降の処理は後述する。
【００４９】
　これに対して、現在のモードが３Ｄモードである場合、ステップＳ１３においてＹＥＳ
であると判定されて、処理はステップＳ１５に進む。
　ステップＳ１５において、ＣＰＵ３１は、３Ｄ再生処理を実行する。
　３Ｄ再生処理の詳細については、図１４を参照して後述する。
　ステップＳ１５の３Ｄ再生処理が終了すると、処理はステップＳ１６に進む。
【００５０】
　このようにして、ステップＳ１４又はＳ１５の動画像の再生の処理が終了すると、ステ
ップＳ１６において、ＣＰＵ３１は、処理の終了指示があったか否かを判定する。
　終了の指示は、特に限定されないが、本実施形態では、ユーザが操作部３７を操作して
行う、画像の再生終了の指示、及び、動画像のデータが最後まで再生された場合になされ
る指示が採用されているものとする。
【００５１】
　この場合、動画像のデータが再生途中で、かつ、再生終了の指示がなされていない場合
、ステップＳ１６においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ１２に戻され、そ
れ以降の処理が繰り返される。即ち、動画像のデータの再生が終了するか、又は再生途中
にその再生終了の指示がなさるまでの間、ステップＳ１２乃至Ｓ１６のループ処理が繰り
返し実行される。
　ここで、後述するように、ステップＳ１４の通常再生処理及びステップＳ１５の３Ｄ再
生処理の処理単位は、特に限定されず、動画像を構成するフレームの総数ｎよりも小さい
単位、例えば最小単位の１フレームを採用することができる。このような場合、同一の動
画像のデータを再生中に、処理単位毎に、通常再生と３Ｄ再生とを適宜切り換えることが
容易に可能になる。
【００５２】
　その後、動画像のデータの再生が終了するか、又は再生終了の指示がなされると、ステ
ップＳ１６においてＹＥＳであると判定されて、画像再生処理は終了となる。
【００５３】
　以上、図１２を参照して、画像再生処理の流れについて説明した。
　次に、図１３を参照して、図１２の画像再生処理のうち、ステップＳ１２のモードＳＷ
処理の詳細な流れについて説明する。
【００５４】
　図１３は、モードＳＷ処理の流れを説明するフローチャートである。
　上述したように、ＣＰＵ３１により、図１２のステップＳ１１の処理でイニシャライズ
が行われると、処理はステップＳ１２に進み、モードＳＷ処理として次のような処理が実
行される。
【００５５】
　即ち、図１３のステップＳ３１において、ＣＰＵ３１は、モードＳＷの状態がオンにな
ったか否かを判定する。
　ユーザがモードＳＷの押下操作をしていない状態では、モードＳＷの状態はオフを維持
するため、ステップＳ３１においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ３３に進
む。
　これに対し、ユーザがモードＳＷの押下操作をしたことによりモードＳＷの状態がオン
になっている場合、ステップＳ３１においてＹＥＳであると判定されて、処理はステップ
Ｓ３２に進む。
【００５６】
　ステップＳ３２において、ＣＰＵ３１はモードの反転を行う。
　モードの反転とは、画像表示装置１０の動作モードとして、通常モードと３Ｄモードと
のうち、一方から他方に反転するように切り替える処理をいう。例えば、現在のモードが
通常モードである場合に、モードＳＷのＳＷ操作がなされた場合には、通常モードから３
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Ｄモードに切り替わる。一方、現在のモードが３Ｄモードである場合に、モードＳＷのＳ
Ｗ操作がなされた場合には、３Ｄモードから通常モードに切り替わる。
【００５７】
　ステップＳ３３において、ＣＰＵ３１は、再生ＳＷ（操作部３７の一部）の状態がオン
になったか否かを判定する。
　ユーザが再生ＳＷの押下操作をしていない状態では、再生ＳＷの状態はオフを維持する
ため、ステップＳ３３においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ３５に進む。
　これに対し、ユーザが再生ＳＷの押下操作をしたことにより再生ＳＷの状態がオンにな
っている場合、ステップＳ３３においてＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ３
４に進む。
【００５８】
　ステップＳ３４において、ＣＰＵ３１は再生フラグに「１」をセットする。
　再生フラグは、３Ｄ再生処理を行うか否かを判定するためのフラグであり、例えば、再
生フラグが「１」である場合には、後述の図１４のステップＳ５１においてＹＥＳである
と判定されて、３Ｄ再生処理が実行される。一方、再生フラグが「０」である場合には、
図１４のステップＳ５１においてＮＯであると判定されて、３Ｄ再生処理は実行されない
。再生フラグに「１」がセットされると、処理はステップＳ３５に進む。
【００５９】
　ステップＳ３５において、ＣＰＵ３１は、停止ＳＷ（操作部３７の一部）の状態がオン
になったか否かを判定する。
　ユーザが停止ＳＷの押下操作をしていない状態では、停止ＳＷの状態はオフを維持する
ため、ステップＳ３５においてＮＯであると判定されて、モードＳＷ処理が終了となる。
　これに対し、ユーザが停止ＳＷの押下操作をしたことにより停止ＳＷの状態がオンにな
っている場合、ステップＳ３５においてＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ３
６に進む。
【００６０】
　ステップＳ３６において、ＣＰＵ３１は再生フラグを「０」にセットする。
　ステップＳ３６の処理が終了すると、モードＳＷ処理が終了となる。
【００６１】
　以上、図１３を参照して、モードＳＷ処理の流れについて説明した。
　次に、図１４を参照して、図１２の画像再生処理のうち、ステップＳ１５の３Ｄ再生処
理の詳細な流れについて説明する。
【００６２】
　図１４は、３Ｄ再生処理の流れを説明するフローチャートである。
　上述したように、ＣＰＵ３１により、図１２のステップＳ１３の処理で、現在のモード
が３Ｄモードであると判定されると、処理はステップＳ１５に進み、３Ｄ再生処理として
次のような処理が実行される。
【００６３】
　即ち、図１４のステップＳ５１において、図９のタイミング決定部７２は、再生フラグ
は「１」であるか否かを判定する。
　上述したとおり、再生フラグは３Ｄ再生処理を行うか否かを示すフラグである。従って
、この処理では、再生フラグの設定状態が判定されることにより、ユーザにより３Ｄ再生
処理を実行する旨の指示があるのか否かが判別される。
【００６４】
　再生フラグが「１」ではない、即ち、再生フラグが「０」である場合には、ステップＳ
５１においてＮＯであると判定されて、３Ｄ再生処理終了となる。
【００６５】
　これに対して、再生フラグが「１」である場合には、ステップＳ５１においてＹＥＳで
あると判定されて、処理はステップＳ５２に進む。
【００６６】
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　ステップＳ５２において、明るさ取得部７１は、各明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒの検知
結果を取得する。
【００６７】
　ステップＳ５３において、明るさ取得部７１は、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒの結果に
基づいて、照度の比率を算出する。明るさ取得部７１は、算出した照度の比率をタイミン
グ決定部７２に供給する。
【００６８】
　ステップＳ５４において、タイミング決定部７２は、ステップＳ５３において算出され
た照度の比率に基づいて図１１（１）乃至（３）のうち、何れか１つのテーブルを選択す
る。
【００６９】
　具体的には、ステップＳ５３の処理で、画像表示装置１０の右側（明るさ検知部１３Ｒ
側）の方が、その左側（明るさ検知部１３Ｌ側）よりも照度が高いことを示す照度の比率
が算出された場合、図１１（１）のテーブルが選択される。図１１（１）のテーブルによ
れば、１フレームにつき、右目用画像が２回表示されるのに対して、左目用画像が１回表
示される。
　このように、図１１（１）のテーブルが選択された場合、右目用画像の方が左目用画像
よりも多く（長時間）表示されることになる。
　即ち、この場合は、画像表示装置１０の右側が明るいので、右目用画像をユーザの右側
の目に対し多く反射させることで、画像表示装置１０の周囲の明るさによる見えづらさを
解消することができる。
【００７０】
　同様に、ステップＳ５３の処理で、画像表示装置１０の左側（明るさ検知部１３Ｌ側）
の方が、その右側（明るさ検知部１３Ｒ側）よりも照度が高いことを示す照度の比率が算
出された場合、図１１（２）のテーブルが選択される。図１１（２）のテーブルによれば
、１フレームにつき、左目用画像が１回表示されるのに対して、左目用画像が２回表示さ
れる。
　このように、図１１（２）のテーブルが選択された場合、左目用画像の方が右目用画像
よりも多く（長時間）表示されることになる。
　即ち、この場合は、画像表示装置１０の左側が明るいので、左目用画像をユーザの左側
の目に対し多く反射させることで、画像表示装置１０の周囲の明るさによる見えづらさを
解消することができる。
【００７１】
　また、ステップＳ５３の処理で、画像表示装置１０の右側（明るさ検知部１３Ｒ側）と
画像表示装置１０の左側（明るさ検知部１３Ｌ側）とが略同様の照度であることを示す照
度の比率が算出された場合、図（３）のテーブルが選択される。図１１（３）のテーブル
によれば、１フレームにつき、右目用画像が１回表示され、左目用画像が１回表示される
。このように、図１１（３）のテーブルが選択された場合、右目用画像と左目用画像とが
同回数表示されることになる。
　即ち、この場合は、画像表示装置１０の右側と左側の明るさが略同じなので、右目用画
像と左目用画像とをユーザの互いの目に対し同様に反射させることで、画像表示装置１０
の周囲の明るさによる見えづらさを解消することができる。
　このように、画像表示装置１０の周囲の明るさ（照度）に合わせて、右目用画像と左目
用画像とを表示すると共に、各々の目に対しその画像を反射させることで、周囲の環境に
よらず見えやすい立体画像を表示することができる。
【００７２】
　ステップＳ５５において、タイミング決定部７２は、ステップＳ５４の処理で選択した
テーブルに基づき、右目用画像と左目用画像とを表示部１２に交互に表示する表示タイミ
ングを決定する。
　具体的には、タイミング決定部７２は、選択したタイミングテーブルに基づき、右目用
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画像と左目用画像との各々の表示タイミングを、１フレームを単位として決定する。
　タイミング決定部７２は、決定した表示タイミングを表示画像取得部８１及び駆動部３
８に通知する。
【００７３】
　ステップＳ５６において、表示画像取得部８１は、ステップＳ５３の処理で決定された
表示タイミングに基づき、右目用画像又は左目用画像のデータをリムーバブルメディア５
１から取得する。
【００７４】
　具体的には、ｉ＝３番のフレームの表示タイミングであるものとする。そして、画像表
示装置１０の右側が明るかったため、図１１（１）のテーブルに基づき、表示タイミング
が決定されたものとする。
　この場合、ステップＳ５６の処理では、通常表示ではｉ＝３番のフレームが表示される
１フレーム周期において、右目用画像Ｒ３、（同一の）右目用画像Ｒ３、及び左目用画像
Ｌ３の各データがその順番で順次取得される。
　表示画像取得部８１は、取得した右目用画像又は左目用画像のデータを順次表示制御部
８２に供給する。
【００７５】
　ステップＳ５７において、表示制御部８２は、表示画像取得部８１から順次供給される
右目用画像又は左目用画像のデータを順次再生すると共に、駆動部３８は、ステップＳ５
５の処理で決定されたタイミングに基づき反射部６０の角度を制御する。
　具体的には、表示制御部８２に順次供給される右目用画像又は左目用画像のデータは、
ステップＳ５５の処理で決定されたタイミングに基づき表示画像取得部８１によって順次
取得されていたものである。また、駆動部が反射部６０を制御する角度も、ステップＳ５
５の処理で決定されたタイミングに基づいて制御される。
　従って、表示部１２に右目用画像が表示されている場合には、反射部６０は、それと同
期して、反射部６０（図３）を右目側に傾斜するように制御する。すると、右目用画像を
構成する各画素に対応する光束（液晶パネル２４から下方に射出された光束）は、反射部
６０において反射して、ユーザの右目に入射される。
　同様に、表示部１２に左目用画像が表示されている場合には、反射部６０は、それと同
期して、反射部６０を左目側に傾斜するように制御する。すると、左目用画像を構成する
各画素に対応する光束（液晶パネル２４から下方に射出された光束）は、反射部６０にお
いて反射して、ユーザの右目に入射される。
　これにより、別途眼鏡を必要とせずに裸眼で３Ｄ画像を視認することができる。
【００７６】
　ステップＳ５８において、表示制御部８２は、リムーバブルメディア５１に記録された
動画像のデータ、即ち、図１０のテーブルに記録された動画像のデータを、規定された分
まで再生したか否かを判定する。
　ここで、規定された分の単位は、特に限定されず、フレーム数であってもよいし、絶対
時間であってもよい。また、規定された分は、可変設定が可能である。例えば単位として
フレーム数が採用されている場合には、１乃至ｎ枚の範囲内で任意の枚数の設定が可能で
ある。例えば、規定された分として、３０枚が設定されている場合には、３０枚のフレー
ムに相当する左目用画像又は右目用画像のデータの再生が終了すると、規定された分まで
再生されたと判定されることになる。
　規定された分まで未だ再生されていない場合、ステップＳ５８においてＮＯであると判
定されて、処理はステップＳ５１に戻され、それ以降の処理が繰り返される。即ち、規定
された分までの画像のデータ（上述の例では、３０枚のフレームに相当する左目用画像又
は右目用画像のデータ）の再生が終了するまでの間、ステップＳ５１乃至Ｓ５８のループ
処理が繰り返し実行される。
　そして、規定された分までの再生が終了すると、ステップＳ５８においてＹＥＳである
と判定されて、３Ｄ再生処理は終了となる。
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【００７７】
　以上説明したように、本実施形態の画像表示装置１０は、タイミング決定部７２と、表
示制御部８２と、ＤＭＤチップ２２と、駆動部３８と、を備えている。
　タイミング決定部７２は、各画素を発光することにより画像を表示する表示部１２にお
いて右目用画像と左目用画像とを交互に表示するタイミングを決定する。
　表示制御部８２は、タイミング決定部７２により決定したタイミングに基づき、右目用
画像と左目用画像とを表示部１２に交互に表示する制御を実行する。
　ＤＭＤチップ２２は、表示部１２に表示された右目用画像又は左目用画像の光を反射す
る反射部６０を有し、当該反射部６０が駆動されると光の反射角が変化する。
　駆動部３８は、タイミング決定部７２により決定したタイミングに基づきＤＭＤチップ
２２の反射部６０の駆動を制御することによって、反射部６０における光の反射角を制御
する。
　このように、本実施形態の画像表示装置１０は、右目用画像又は左目用画像を表示する
タイミングに同期させて、表示部１２に表示された右目用画像又は左目用画像の光の反射
角を変えることができる。これにより、表示部１２に右目用画像が表示されている場合に
は、当該右目用画像の光はユーザの右目側に入射され、表示部１２に左目用画像が表示さ
れている場合には、当該左目用画像の光はユーザの左目側に入射される。このようにして
、右目用画像はユーザの右目に、左目用画像はユーザの左目に、各々振り分けることがで
きる。その結果、別途眼鏡を必要とせずに、表示精度が高い３Ｄ画像を表示することが可
能となる。
【００７８】
　また、ＤＭＤチップ２２の反射部６０は、表示部１２の画素毎に設けられている。
　従って、表示部１２において表示される画像を各画素毎に右目側と左目側とに振り分け
ることができる。これにより、画素単位での表示精度が得られ、より高品位な３Ｄ画像を
表示することが可能となる。
【００７９】
　また、画像表示装置１０は、所定の間隔寸法をもって離間して配置され、周囲の明るさ
を検知する複数の明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒを更に備える。
　タイミング決定部７２は、複数の明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒの検知結果に基づいて、
タイミングを決定する。
　このように、離間した各位置における明るさの差異に基づき発生する画像の見やすさの
違いを是正することができる。これにより、周囲の明るさが一定していない環境下におい
ても、見やすい３Ｄ画像を表示することが可能となる。
【００８０】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【００８１】
　例えば、上述の実施形態では、タイミング決定部７２は、算出された照度の比率に基づ
いて、タイミングが記憶されたテーブルを選択し、選択したテーブルに基づき、右目用画
像と左目用画像とを交互に表示するタイミングを決定しているが、これに限定されない。
　例えば、タイミング決定部７２は、図１５に示す関数に従い右目用画像と左目用画像と
を表示するタイミングを決定してもよい。
【００８２】
　図１５は、算出された照度の比率と、１フレームあたりに右目用画像と左目用画像とを
交互に表示する時間と、を表す図である。
　図１５において、縦軸は、明るさ取得部７１により算出された照度の比率を示し、横軸
は、１フレームあたりに右目用画像（又は左目用画像）を表示する時間を示す。
　タイミング決定部７２は、ステップＳ５３の処理で、画像表示装置１０の右側の方が、
その左側よりも照度が高いことを示す照度の比率が算出された場合、図１５の関数に基づ
き右目用画像を表示する時間を左目用映像を表示する時間よりも長く設定する。
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　同様に、タイミング決定部７２は、ステップＳ５３の処理で、画像表示装置１０の左側
の方が、その右側よりも照度が高いことを示す比率が算出された場合、図１５の関数に基
づき左目用画像を表示する時間を右目用映像を表示する時間よりも長く設定する。
　そして、タイミング決定部７２は、設定した時間に基づき右目用画像と左目用画像とを
表示するタイミングを決定する。
　この場合は、画像表示装置１０の周囲の照度（明るさ）の違いに対応して、テーブルの
規定に従い段階的でなく滑らかにタイミングを決定していくので、周囲の明るさ（照度）
の環境の違いにきめ細かく対応することができる。
【００８３】
　また、例えば、上述の実施形態では、ＤＭＤチップ２２の反射部６０の角度を一律に制
御しているが、これに限定されない。
　例えば、画像表示装置１０の左右端部側に配置されている反射部６０の角度は、画像表
示装置１０の中央側に配置されている反射部６０の角度よりも大きく傾斜してもよい。
　また、画像表示装置１０の左端部側に配置されている反射部６０の角度は、左目用画像
を表示している場合は小さい角度で傾斜し、右目用画像を表示している場合は大きい角度
で傾斜してもよい。同様に、画像表示装置１０の右端部側に配置されている反射部６０の
角度は、右目用画像を表示している場合は小さい角度で傾斜し、左目用画像を表示してい
る場合は大きい角度で傾斜してもよい。
　これにより、画像表示装置１０の右端側の画像と左端側の画像とにおいて、ユーザの目
に対する角度を変えることができるため、ユーザの各目の距離に対応して右目用画像と左
目用画像とを最適の角度で表示することができる。
【００８４】
　また、例えば、上述の実施形態では、明るさ検知部１３Ｌ，１３Ｒは、画像表示装置１
０の付近の明るさとして照度を検知しているが、これに限定されない。
　例えば、画像表示装置１０の付近の明度や輝度を検知してもよい。
【００８５】
　また例えば、上述した実施形態では、本発明が適用される画像表示装置は、フォトフレ
ームとして構成される例として説明した。
　しかしながら、本発明は、特にこれに限定されず、表示機能を有する電子機器一般に適
用することができ、例えば、本発明は、携帯電話、パーソナルコンピュータ、携帯型ナビ
ゲーション装置、ポータブルゲーム機等に幅広く適用可能である。
【００８６】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。
【００８７】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、コンピュータ等にネットワークや記録媒体からインストールされる。コンピ
ュータは、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータであってもよい。また、
コンピュータは、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行するこ
とが可能なコンピュータ、例えば汎用のパーソナルコンピュータであってもよい。
【００８８】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、ユーザにプログラムを提供するために装置本
体とは別に配布されるリムーバブルメディア５１により構成されるだけでなく、装置本体
に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体等で構成される。リムーバブルメ
ディア５１は、例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク、又は光
磁気ディスク等により構成される。光ディスクは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃ
ｔ　Ｄｉｓｋ－Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒ
ｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）等により構成される。光磁気ディスクは、ＭＤ（Ｍｉｎｉ－Ｄ
ｉｓｋ）等により構成される。また、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供さ
れる記録媒体は、例えば、プログラムが記録されているＲＯＭ３２やハードディスク等で
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構成される。
【００８９】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的或いは個別に実行される処理をも含むものである。
【符号の説明】
【００９０】
　１０・・・画像表示装置、１１・・・筐体、１１ａ・・・基台、１１ｂ・・・上部カバ
ー、１２・・・表示部、１３Ｌ，１３Ｒ・・・検知部、２１・・・プリント基板、２２・
・・チップ、２３・・・チップ用電極、２４・・・液晶パネル、２５・・・ガラス、２６
・・・液晶パネル用電極、２７・・・液晶パネル固定具、２８Ｒ・・・開口部、３１・・
・ＣＰＵ、３２・・・ＲＯＭ、３３・・・ＲＡＭ、３４・・・バス、３５・・・入出力イ
ンターフェース、３７・・・操作部、３８・・・駆動部、３９・・・通信部、４０・・・
ドライブ、５１・・・リムーバブルメディア、５６・・・操作部、６０・・・反射部、６
１・・・シリコン基板、６２ａ，６２ｂ・・・支持柱、６３・・・トーションヒンジ、６
４・・・ミラー素子、６５ａ，６５ｂ・・・ミラーランディング電極、６６ａ，６６ｂ・
・・オフセットアドレス電極、７１・・・取得部、７２・・・タイミング決定部、８１・
・・表示画像取得部、８２・・・表示制御部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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